










要約:開業助産婦のキャリアパス分析を行った結果、①開業に対する明確な信念と情熱を

持ちその裏付けとして②臨床経験の重視、③最新の自然出産法や自然育児法の習得、④関

係づくりを重視したケアの提供などが開業助産婦の促進要因としてあげられた。また他の

女性と同様、ライフサイクルの中で①出産・育児をいかに乗り越えるか、②医療水準の高

い病院との連携の必要性等が課題としてあげられた。次に施設内助産婦の生涯教育方策を

検討するため、院内教育が比較的充実している2施設を中心にしてその実際を把握した。

両施設とも、きめの細かい新人研修に始まり、段階的に院内教育が行われている。しかし

職員一人一人のキャリア形成までは結びついていかず、この点は個人の努力に任せられて

いる状況にある。それでも A施設は、中規模施設であることや臨床看護研究所を併設して

いることなどから、面接を取入れ個人の目標把握を行い併設研究所で学ぶ機会を与え、個

人のキャリア形成といった目標を優先させるようにしていた。今後施設での継統教育は施

設の目標と職員個人の目標達成とを、うまく連動させられるよう計画する必要があると考

えられる。


